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1.応諸 の 発 問 質問の形で述べられた指示で、生徒は従 うことが期待される。
2.修辞 的 発 問 生徒の応答を期待せず、教師が自問自答する。
3.想起 的 発 問 生徒が学習していることを想起させるための発間。
4.理解 発 問 生徒が想起 したことを理解しているかどうかを調べる発問。











6.分析 的 発 問 生徒が動機や原因を確認したり、推論したり、自分の発言を確かめることができるかどうかをみる。
7.総合 的 発 問 生徒が予想したり、問題を解決したり、倉J造的な観念やイメージを生みだすことができるかどうかをみる。












































図 1 発間の分析カテゴリーのモデル (試案)
適 用
以上,発間について,目的,役割,思     程 4,





































































































































































感 情 受 容 2 15 l
賞讃や勇気づけ
アイディアの受容































×100 87.5% 55.6% 65.0%
生徒発言回数率
解
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感 情 受 容
アイディア受容
応 答 的 発 言
自 発 的 発 言
表6 向山氏の発言マ トリックス
表5 有田氏の発言マ トリックス
① ② ③ ④ ③ ⑥ ⑦ ③ ③ ⑩ 計
① 4 1 1 9 感 情 受 容
② 2 1 1 9 賞 讃
③ 1 1 6 アイディア受容
④ ユ 発 問
⑤ 5 2 講 義
⑥ 1 2 1 指
?
〇 批 判
③ 4 1 5 1 2 応 答 的 発 言
⑨ 1 自 発 的 発 言
⑩ 1 1 沈 黙
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ③ ⑩ 計
① 1 1 感 情 受 容
② 1 3 1 3 賞 讃
③ 1 7 4 1 1 アイデイア受容
④ 1 3 3 発 問
⑤ 5 7 講 義




⑦ 0 批 半!
③ 5 5 1 応 答 的 発 言
◎ 1 3 3 1 3 自 発 的 発 言



























A.林 竹 二 B.有田 和 正 C.向山 洋 一
種 類
/ ド｀業過程種 類/ ド｀業過程種 類/＼諄業過程
1 応 諾 の 発 問 6 6 ユ 5 ユ
2 修 辞 的 発 問 4 4 1 2 1 1 1 1
3 想 起 的 発 問 4 4 1 1
4 理 解 発 問 1 2 2 1 4 1 3 1 1 1
5 適 用 発 問 1 1 1 1 1 2 1 1 ユ
6 分 析 的 発 問 1 1 5 1 1 1 3 2 5 7 1
7 総 合 的 発 問 5 1 1 6 3 1
8 評 価 的 発 問 1 1 1 1 ユ 1
9
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